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第６章 

計画の推進
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１ 計画の推進体制及び評価 

本市の実情に応じた質の高い教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業、その他のこども・若者への

支援を、総合的かつ効率的に提供するため、計画推進に関係する部署を中心に、教育・保育施設、地域型

保育事業者、その他のこども・若者への支援を行う者等と連携しながら、本計画の着実な推進を図り、ＰＤ

ＣＡサイクルに基づき、年度ごとに点検・評価を行い、その結果を公表します。 

本計画を推進していくためには、行政組織だけでなく、地域住民やボランティア、民間事業者等の地域

社会との連携、そして、協働と参画が必要です。そのため、施策を展開していく中で、地域との交流の機会

を捉え、こども・若者や子育てへの理解を深める啓発を行っていくとともに、地域社会に対して積極的に

情報提供を行い、参画を求めていくことで、こども・若者や子育てを地域社会全体で支える機運を醸成し

ていきます。 

本計画の点検・評価にあたっては、毎年度、各事業の担当課で、施策の実施状況についての評価を

行い、その評価結果を「八千代市子ども・子育て会議」において、点検、評価することで、適切な進

行管理を行います。 

また、こども施策の対象となるこども又は子育て当事者等の意見を反映させるために必要な措置を

講じます。 

ＰＤＣＡサイクルのイメージ 
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２ 計画の成果指標 

 

項目 成果指標 現状値 目標値 

計画全体 
自分のことが好きだと思うこど

も・若者の割合 
65.9％ 増加 

基本目標１ 

すべてのこどもの最善

の利益を図ります 

「こどもの権利」について知っ

ているこども・若者の割合 
37.1％ 増加 

自分の将来が楽しみだと思うこ

ども・若者の割合 
67.1％ 増加 

基本目標２ 

こどもが学び成長でき

る環境を整えます 

ホッとできて、安心する場所が

あると感じるこども・若者の割

合（自宅以外） 

48.9％ 増加 

１年間で体験した活動の数 

（３箇所以上の割合） 
64.8％ 増加 

基本目標３ 

質の高い教育・保育の

環境を整えます 

学校の授業がわかるこどもの割

合 
81.4％ 増加 

学校に行きたくないと思ったこ

どもの割合 
48.8％ 減少 

基本目標４ 

安心してこどもを生み

育てることができる環

境を整えます 

お住まいの地域における子育て

環境や支援に満足している親の

割合 

7.9％ 増加 

子育てに関する情報を入手でき

ている親の割合 
46.2％ 増加 

基本目標５ 

仕事と子育てを両立す

ることができる支援を

充実します  

就労している母親の割合 67.7％ 増加 

育児休業制度を利用した父親の

割合 
21.5％ 増加 

基本目標６ 

こどもや子育て家庭を

地域で見守り、支える

支援を充実します  

近隣に子育てに関する悩みを打ち明

けたり、相談したりする知人や友人

がいる親の割合 

73.1％ 増加 

地域の中で「つながり」を感じる 

こども・若者の割合 
30.2％ 増加 

基本目標７ 

こどもや子育て家庭が

安心・快適に暮らすこ

とができる支援を充実

します 

八千代市に住み続けたいこど

も・若者の割合 
39.6％ 増加 
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